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本資料には、インターネットに公開されている情報を利用させていただきました。 



電気自動車を巡る状況 

• 中国が、電気自動車の舵を切った。 

• 政策の骨子は、 
– 平均燃費を20ｋｍ/Ｌとする 

– 新エネルギー車を、2020年に12％とする（義務） 

• 2016年の実績で、電気自動車は３４万台 

• 全車2,442万台の9.14% 

• BYD社が、電気自動車のトップメーカーで 2019年に
9.6万台を生産。 

• 北京、上海、深センでは、ガソリン車は、ナンバープ
レートの取得が抽選。電気自動車なら、すぐＯＫ． 

 

 



欧州各国も、電気自動車にシフトを表明 



その他の欧州 

• ノルウエーとオランダ   2025年から ガソリ
ン、ディーゼル車の販売禁止 

• フランスと英国  2040年までに ガソリン、
ディーゼル車の販売禁止 

• インド、カリフォルニア州（米国）  欧州各国
に追従 

















e-Powerの駆動 

走行は、モーターで。したって 電気自動車である。 
バッテリーを、リーフの１/２０にしている。 
エンジン発電機で、走りながら充電する方式。 







https://www.youtube.com/watch?v=uMCDKHtUYvo 
電池の製造 
  
https://www.youtube.com/watch?v=LgCwjMvTm00 
バッテリーの生産拡大に向けた座間事業所の取り組み 
  
https://www.youtube.com/watch?v=5Rh71il8gRQ 
#日産ノート e-POWERのできるまで（追浜工場生産現場から） 
  
https://www.youtube.com/watch?v=N0VKdx9Qb0c 
【企業】日産のクルマができるまで 
  
https://www.youtube.com/watch?v=DVXGBz3mQUs 
ScienceNews2017]全固体電池 次世代電池の有力候補（2017年5月12日配信） 
  
https://www.youtube.com/watch?v=ekVvr7vOlg4 
【フィスカー】全固体電池の実用化！充電時間はわずか1分 
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電気自動車の充電と電気代 

急速充電（直流大電流で充電、30分） 

普通充電（２００Ｖで充電、２５Ａ、8時間） 

急速充電は、電池の劣化を早める。 
遠距離走行には、なくてはならぬ装置。 
 
普通充電は、夜間自宅充電が基本。 
慣れてくると、ガソリンスタンドへ行かなくてもよいので、便利。 

リーフで、満充電 ４０ｋＷｈ： 電気代で、40ｋＷｈ×26円＝1,040円 
ひと月１,０００ｋｍ走っても、１００ｋＷｈ。 この電気代は 2,600円。 
 
ガソリン車：燃費20ｋｍ/Ｌ， １０００ｋｍ走行で50Ｌ消費。  
ガソリン代は、１Ｌ 140円として、7,100円。 
（2.7倍） 
 



１： 急速充電端子 
 
３： 普通充電端子 

充電用差込口は、二つある。 



自動車販売会社が提供する充電プラン 



電気自動車による遠距離旅行の 
充電計画 

日産新型リーフ（４００ｋｍ航続距離）で、 
５００ｋｍの旅行（東京ー京都間は、４５０ｋｍ） 
 

東京出発
（充電状態 満充電、
走行可能距離 380ｋｍ

第一回の急速充電
電池残量 180ｋｍ
20分充電後の
走行可能距離 255ｋｍ

時速１００ｋｍで、
2時間走行

充電1分で3.75ｋｍ伸びる

2回目の急速充電
電池残量 55ｋｍ
20分の再充電後の
走行可能距離 130ｋｍ時速１００ｋｍで、

2時間走行 目的地到着
電池残量 30ｋｍ

時速１００ｋｍで 
1時間走行 

途中20分充電を2回行えば、東京ー京都間を旅行できる。 











電気自動車が増えると、発電はどのように変化する？ 

• 電気自動車の充電は、夜間充電が基本 

• 夜間電力は安価だったが、電気自動車が増
えても変わらないか？ 

• 再生可能エネルギー（発電）は、利用できる
か？ 

• 夜間充電で、増える電気御量はどれくらい？ 



充電用電力の推定 

• 推定条件  自動車の１０％が電気自動車になったとする。 
• 現在の国内の自動車の数は、乗用車で61,253,000台 
• 新車販売は、年間 8,350,000台、今後10年間で、83,500,000台 
• そのうち、約５％が電気自動車になったとして約4,000,000台 
• 夜間充電は、1台当たり5ｋＷとして、20,000,000ｋＷ 

 
• 100万kWの発電所 ２０か所の増設が必要。 
• 太陽発電は、夜には使えない。風力発電なら、夜も発電可能。 
• 最大の風力発電機は、5,000kWであるが、実質発電はその２０％． 
• 20,000台の風車が必要。 
• 現在の風力発電容量 3,200,000kW、ただし稼働率２０％程度の
ため、実質発電容量は、640,000kW。したがって、現在の、12.8倍
に増設が必要。 
 
 

 



リチウムイオン電池の価格（推移と予測） 

• 2016年   26,000円/kWh 
• 2020年   21,800円/kWh 
• 2030年   11,500円/kWh 
 
 この価格推移（予想）によると、 
リーフの電池（40kWh)の価格は、 
 
• 2016年   1,040,000円 
• 2020年      872,000円 
• 2030年      460,000円 

 



https://response.jp/article/2017/08/08/298438.html 
日産バッテリー事業を譲渡 （工場生産はそのまま） 
 
https://www.youtube.com/watch?v=TEOBW655kGw 
ハイブリッドの仕組み 
 
https://www.youtube.com/watch?v=ZfBPUvSP1Bc 
日産のハイブリッド  
 
https://www.youtube.com/watch?v=iRR-nrfi3NQ 
トヨタのハイブリッドシステム 
 
https://www.youtube.com/watch?v=kE9uddv29_s 
e-Power の動力系 
 
https://www.youtube.com/watch?v=0LzIoadJV7I 
E-Power エンジンカットモデル 
 
http://autoc-one.jp/movie/2974632/ 
E-Powerの仕組み  
 

https://response.jp/article/2017/08/08/298438.html
https://www.youtube.com/watch?v=TEOBW655kGw
https://www.youtube.com/watch?v=ZfBPUvSP1Bc
https://www.youtube.com/watch?v=iRR-nrfi3NQ
https://www.youtube.com/watch?v=iRR-nrfi3NQ
https://www.youtube.com/watch?v=iRR-nrfi3NQ
https://www.youtube.com/watch?v=kE9uddv29_s
https://www.youtube.com/watch?v=0LzIoadJV7I
http://autoc-one.jp/movie/2974632/
http://autoc-one.jp/movie/2974632/
http://autoc-one.jp/movie/2974632/

